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(57)【要約】
【課題】　組立作業性の向上を図ることができるハンマ
ーユニットおよびそれを備えた鍵盤装置を提供する。
【解決手段】　複数の鍵２それぞれの押鍵操作に応じて
それぞれ動作する複数のハンマーアーム２２と、これら
複数のハンマーアーム２２それぞれに設けられると共に
ハンマー連結部２６に連結されている複数の弾性支持部
２４と、を有する複数のハンマー部材３を含んでいる。
従って、複数のハンマー部材３のユニット化を図り、ハ
ンマー部材３の組立作業性の向上を図ることができる。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の鍵それぞれの押鍵操作に応じてそれぞれ動作する複数のハンマーアームと、前記
複数のハンマーアームそれぞれに設けられると共にハンマー連結部に連結されている複数
の支持部と、を有する複数のハンマーを含むハンマーユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載のハンマーユニットにおいて、前記複数の支持部は、前記複数のハンマ
ーアームそれぞれに弾性変形可能に設けられて、前記複数のハンマーアームそれぞれを変
位動作させることを特徴とするハンマーユニット。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のハンマーユニットにおいて、前記ハンマー連結部は、
前記複数のハンマーアームの配列方向に沿って配置され、前記複数のハンマーアームを配
列させた状態で連結することを特徴とするハンマーユニット。
【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれかに記載のハンマーユニットにおいて、前記複数のハンマ
ーアーム、前記複数の支持部、および前記ハンマー連結部は、合成樹脂によって一体に形
成されていることを特徴とするハンマーユニット。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載のハンマーユニットにおいて、前記ハンマー連結
部は、前記複数のハンマーアームの配列数よりも少ない複数の所定箇所が取付部材によっ
て鍵盤シャーシに取り付けられることを特徴とするハンマーユニット。
【請求項６】
　請求項５に記載のハンマーユニットにおいて、前記取付部材は、前記鍵盤シャーシと前
記ハンマー連結部との一方に設けられた係合フックと、前記鍵盤シャーシと前記ハンマー
連結部との他方に設けられて前記係合フックを係止する係止部と、を備えていることを特
徴とするハンマーユニット。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれかに記載のハンマーユニットにおいて、前記複数の支持部
は、前記複数のハンマーアームの上方に向けてそれぞれ突出して設けられ、前記ハンマー
連結部は、前記複数のハンマーアームの上方に配置されていることを特徴とするハンマー
ユニット。
【請求項８】
　請求項１～請求項６のいずれかに記載のハンマーユニットにおいて、前記複数の支持部
は、前記複数のハンマーアームの下方に向けてそれぞれ突出して設けられ、前記ハンマー
連結部は、前記複数のハンマーアームの下方に配置されていることを特徴とするハンマー
ユニット。
【請求項９】
　請求項１～請求項８のいずれかに記載のハンマーユニットにおいて、前記ハンマー連結
部は、前記複数のハンマーアームの配列方向における撓みを抑える補強部を備えているこ
とを特徴とするハンマーユニット。
【請求項１０】
　請求項１～請求項９のいずれかに記載されたハンマーユニットを備えていることを特徴
とする鍵盤装置。
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、ピアノなどの鍵盤楽器に用いられるハンマーユニットおよびそれを備えた
鍵盤装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、鍵盤装置においては、特許文献１に記載されているように、鍵盤シャーシ上に
鍵が鍵支持軸によって上下方向に回転可能に支持され、この鍵盤シャーシの下面にハンマ
ー部材が上下方向に回転可能に設けられ、このハンマー部材が鍵の押鍵操作に応じて回転
して鍵にアクション荷重を付与する構造のものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－３４８５３号公報
【０００４】
　このような鍵盤装置のハンマー部材は、ハンマーアームと、このハンマーアームの一端
部に設けられた錘部と、ハンマーアームの中間部に設けられた回転中心部と、ハンマーア
ームの他端部に設けられて鍵と連動する連動部と、を備えている。この場合、回転中心部
は、鍵盤シャーシの下面に設けられたハンマー支持部の支持軸に回転可能に取り付けられ
る軸受け部である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　このような鍵盤装置では、鍵盤シャーシの支持部に設けられた支持軸にハンマーアーム
の回転中心部である軸受け部が取り付けられた状態で、ハンマーアームが支持軸を中心に
回転する構造であるから、ハンマー部材を鍵盤シャーシに組み付ける際に、ハンマー部材
を一つずつ鍵盤シャーシの支持軸に取り付けなければならないため、組立作業性が悪いと
いう問題がある。
【０００６】
　この発明が解決しようとする課題は、組立作業性の向上を図ることができるハンマーユ
ニットおよびそれを備えた鍵盤装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、複数の鍵それぞれの押鍵操作に応じてそれぞれ動作する複数のハンマーア
ームと、前記複数のハンマーアームそれぞれに設けられると共にハンマー連結部に連結さ
れている複数の支持部と、を有する複数のハンマーを含むハンマーユニットである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、組立作業性の向上を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明を適用した鍵盤装置の第１実施形態を示した断面図である。
【図２】図１に示された鍵盤装置において鍵を押鍵した状態を示した断面図である。
【図３】図１に示された鍵盤装置のハンマー部材を示した拡大側面図である。
【図４】図３に示されたハンマー部材がその配列方向に連結されたハンマーユニットを示
し、（ａ）はその平面図、（ｂ）はその正面図、（ｃ）はその背面図である。
【図５】この発明を適用した鍵盤装置の第２実施形態を示した断面図である。
【図６】この発明を適用した鍵盤装置の第３実施形態を示した断面図である。
【図７】図６に示された鍵盤装置において鍵を押鍵した状態を示した断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（第１実施形態）



(4) JP 2018-156039 A 2018.10.4

10

20

30

40

50

　以下、図１～図４を参照して、この発明を適用した鍵盤装置の第１実施形態について説
明する。
　この鍵盤装置は、図１および図２に示すように、合成樹脂製の鍵盤シャーシ１と、この
鍵盤シャーシ１上に配列されて上下方向にそれぞれ回転可能に取り付けられた複数の鍵２
と、これら複数の鍵２の押鍵操作に伴って回転して各鍵２それぞれにアクション荷重を付
与する複数のハンマー部材３と、複数の鍵２の押鍵動作に応じてそれぞれオン信号を出力
するスイッチ部４と、を備えている。
【００１１】
　鍵盤シャーシ１は、楽器ケース（図示せず）内に配置されるものである。この鍵盤シャ
ーシ１の前端部（図１では右端部）には、図１および図２に示すように、前脚部５が底部
から上方に突出して設けられている。この前脚部５の上部には、鍵２の横振れを防ぐため
の鍵ガイド部６が各鍵２にそれぞれ対応して設けられている。
【００１２】
　また、この鍵盤シャーシ１の前後方向（図１では左右方向）におけるほぼ中間部には、
図１および図２に示すように、ハンマー載置部７が前脚部５よりも少し高い位置で設けら
れている。このハンマー載置部７の下面には、ハンマー部材３の後述するハンマー連結部
２６が取り付けられるハンマー取付部８が設けられている。
【００１３】
　また、この鍵盤シャーシ１におけるハンマー載置部７の後端部には、図１および図２に
示すように、基板載置部９が一段低い高さで設けられている。この基板載置部９の上方に
は、スイッチ部４がハンマー載置部７と基板支持部１０との両方に跨った状態で配置され
ている。この場合、基板支持部１０は、基板載置部９の後部側（図１では左側）に起立し
て設けられている。
【００１４】
　さらに、この鍵盤シャーシ１の後部、つまり基板載置部９の後部側には、図１および図
２に示すように、鍵載置部１１が鍵ガイド部６の上部とほぼ同じ高さで設けられている。
この鍵載置部１１の上面には、鍵支持部１２が上方に突出して設けられている。この鍵支
持部１２には、鍵２の後端部を上下方向に回転可能に支持する鍵支持軸１２ａが設けられ
ている。
【００１５】
　また、この鍵盤シャーシ１における鍵載置部１１の後端部には、図１および図２に示す
ように、鍵盤シャーシ１の後端部を支持する後脚部１３が鍵盤シャーシ１の上部から底部
に向けて垂下されている。この後脚部１３の下端部には、ハンマー部材３の下限位置を規
制するためのフェルトなどの下限ストッパ部１４が設けられている。また、後脚部１３の
上部に位置する鍵載置部１３の下面には、ハンマー部材３の上限位置を規制するためのフ
ェルトなどの上限ストッパ部１５が設けられている。
【００１６】
　一方、鍵２は、図１および図２に示すように、白鍵２ａと黒鍵２ｂとを有し、鍵盤シャ
ーシ１上に８８個並列に配列されている。ただし、この第１実施形態では、１つの白鍵２
ａについて説明する。この白鍵２ａである鍵２は、その後端部（図１では左端部）が鍵盤
シャーシ１の鍵載置部１１上に設けられた鍵支持部１２の鍵支持軸１２ａに上下方向に回
転可能に支持されている。
【００１７】
　この鍵２の前後方向（図１では左右方向）におけるほぼ中間部には、図１および図２に
示すように、鍵盤シャーシ１の基板載置部９上に取り付けられたスイッチ部４を押圧する
ためのスイッチ押圧部１６が下側に突出して設けられている。この場合、スイッチ部４は
、鍵２の配列方向に沿って配置されたスイッチ基板１７と、このスイッチ基板１７上に配
置されたゴムスイッチ１８と、を備えている。
【００１８】
　スイッチ基板１７は、図１および図２に示すように、その前端部（図２では右端部）が
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ハンマー載置部７上に配置され、他端部（図１では左端部）が基板載置部９上に設けられ
た基板支持部１０上に配置されている。これにより、スイッチ基板１７は、基板載置部９
の上方に位置した状態で、鍵２の配列方向に沿って配置されている。ゴムスイッチ１８は
、ドーム状の膨出部１８ａが複数の鍵２の各スイッチ押圧部１６にそれぞれ対応して設け
られている。
【００１９】
　また、このスイッチ部４は、図１および図２に示すように、ゴムスイッチ１８の膨出部
１８ａがスイッチ押圧部１６によって押圧された際に、膨出部１８ａが弾性変形して、そ
の内部に設けられた複数の可動接点がスイッチ基板１７に設けられた複数の固定接点（い
ずれも図示せず）に接触してオン信号を出力するようになっている。
【００２０】
　さらに、鍵２のスイッチ押圧部１６の前側（図１では右側）に位置する鍵２の箇所には
、図１および図２に示すように、ハンマー押圧部２０が鍵２の下側に向けて突出して設け
られている。このハンマー押圧部２０の下部には、ハンマー部材３の後述する鍵当接摺動
部２５を摺動可能に保持するハンマー保持部２１が設けられている。
【００２１】
　一方、ハンマー部材３は、図１～図３に示すように、鍵２の下側に対応して配置される
ハンマーアーム２２と、このハンマーアーム２２の後部（図３では左側部）に設けられた
錘部２３と、ハンマーアーム２２の前部側（図３では右側部）に設けられてハンマーアー
ム２２の回転中心となる弾性支持部２４と、ハンマーアーム２２の前側に位置する先端部
（図３では右端部）に設けられた鍵当接摺動部２５と、ハンマーアーム２２の配列方向に
沿って配置されて弾性支持部２４が連結されるハンマー連結部２６と、を備えている。
【００２２】
　この場合、ハンマー部材３は、複数の鍵２それぞれに対応して８８個並列に配列されて
いる。また、ハンマーアーム２２は、図３に示すように、先端部（図３では右端部）に設
けられた立上り部２２ａと、この立上り部２２ａの下部に設けられて後部側（図３では左
側）に向けて延びる水平部２２ｂと、この水平部２２ｂの後端部に後部下りに設けられた
傾斜部２２ｃと、この傾斜部２２ｃの下部に後方に向けて延びた錘取付部２２ｄと、を備
えている。
【００２３】
　また、このハンマーアーム２２は、図３および図４に示すように、錘部２３の箇所を除
いて、全体が断面Ｔ字形状に形成されている。すなわち、このハンマーアーム２２は、錘
部２３の箇所を除いて、前後方向に長い縦板部２２ｅと、この縦板部２２ｅの上辺部側に
その全長に亘って設けられた横板部２２ｆと、を備えている。これにより、ハンマーアー
ム２２は、全体の剛性が確保されている。
【００２４】
　錘部２３は、図３に示すように、金属製の錘２３ａをインサート成型によってハンマー
アーム２２に一体に設けられている。弾性支持部２４は、図３および図４に示すように、
弾性変形可能な板状のばね部であり、ハンマーアーム２２の水平部２２ｂ上に起立して設
けられている。
【００２５】
　この弾性支持部２４は、図１～図３に示すように、鍵当接摺動部２５が押し下げられた
際、またはハンマーアーム２２が錘部２３の重量によって回転変位する際に、ハンマーア
ーム２２の前後方向に撓むように弾性変形することにより、ハンマーアーム２２を回転さ
せるような変位動作、つまりハンマーアーム２２を上下方向に回転変位させる状態で、ハ
ンマーアーム２２を支持するようになっている。
【００２６】
　すなわち、この弾性支持部２４は、図３および図４に示すように、ハンマーアーム２２
の配列方向における長さが、ハンマーアーム２２の上辺部側に位置する横板部２２ｆの横
幅、つまりハンマーアーム２２の配列方向における横板部２２ｆの長さと同じ長さで、厚
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みが横板部２２ｆの厚みよりも薄く、かつその高さがハンマーアーム２２の立上り部２２
ａの高さよりも低い高さで設けられている。
【００２７】
　これにより、弾性支持部２４は、図１および図２に示すように、鍵当接摺動部２５が押
し下げられた際、またはハンマーアーム２２が錘部２３の重量によって回転変位する際に
、ハンマーアーム２２の前後方向に撓み変形することにより、弾性支持部２４の中央部附
近が回転中心となる板ばね状のヒンジをなす構造になっている。
【００２８】
　鍵当接摺動部２５は、図１～図４に示すように、ハンマーアーム２２の立上り部２２ａ
の上部からハンマーアーム２２の前側（図３では右側）に向けて突出して設けられている
。これにより、鍵当接摺動部２５は、鍵２のハンマー押圧部２０に設けられたハンマー保
持部２１の下面に当接した状態で摺動可能に保持され、鍵２の押鍵操作に応じて上下方向
および前後方向に移動するようになっている。
【００２９】
　この場合、鍵２のハンマー保持部２１は、図１および図２に示すように、鍵２のハンマ
ー押圧部２０の下部に鍵２の配列方向に突出して設けられ、その下面に鍵当接摺動部２５
が下側から当接した状態で、弾性支持部２４の弾性変形に応じて鍵２の前後方向に摺動さ
せるようになっている。また、鍵当接摺動部２５は、その上端部が円弧状に設けられ、こ
の円弧状の上端部が鍵２のハンマー保持部２１に下側から当接した状態で鍵２の前後方向
に摺動するようになっている。
【００３０】
　一方、ハンマー連結部２６は、図３および図４に示すように、複数のハンマー部材３の
配列方向に沿って長い帯板状をなし、その下面に複数の弾性支持部２４の各上端部が一体
に設けられている。すなわち、このハンマー連結部２６は、複数のハンマー部材３が鍵２
の配列方向に沿って並列に配列された状態で、複数の弾性支持部２４が連結されることに
より、複数のハンマーアーム２２を連結してユニット化するようになっている。これによ
り、ハンマーユニットＨＵが構成されている。
【００３１】
　このハンマーユニットＨＵは、図４（ａ）～図４（ｃ）に示すように、複数のハンマー
部材３が並列に配列されて、複数のハンマーアーム２２がハンマー連結部２６によって連
結された状態で、ハンマー連結部２６が鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７の下面に設け
られた複数のハンマー取付部８に取り付けられることにより、鍵盤シャーシ１に組み付け
られるようになっている。
【００３２】
　この場合、ハンマーユニットＨＵは、図１～図４に示すように、複数のハンマー部材３
、例えば１オクターブ分の鍵２に対応する複数のハンマー部材３が並列に配列された状態
で、複数のハンマーアーム２２に設けられた各弾性支持部２４がハンマー連結部２６に一
体に設けられている。これにより、ハンマーユニットＨＵは、１オクターブ分に相当する
ハンマーアーム２２が並列に配列された状態でハンマー連結部２６によって連結されてい
る。
【００３３】
　また、このハンマーユニットＨＵは、図４（ａ）に示すように、ハンマー連結部２６の
所定箇所がビス２７によって鍵盤シャーシ１の複数のハンマー取付部８に取り付けられる
ことにより、鍵盤シャーシ１に組み付けられている。この場合、ハンマー連結部２６には
、ビス２７が挿入する取付孔２６ａが複数箇所に設けられている。すなわち、この取付孔
２６ａは、ハンマーアーム２２の配列数よりも少ない複数箇所、例えばハンマーアーム２
２の２つおきに位置する箇所で、かつハンマーアーム２２の間に位置する箇所に設けられ
ている。
【００３４】
　これに伴って、鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７の下面には、図１および図２に示す
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複数のハンマー取付部８がハンマー連結部２６に設けられた複数の取付孔２６ａに対応し
て設けられている。これにより、ハンマーユニットＨＵは、ハンマー連結部２６がハンマ
ー載置部７の複数のハンマー取付部８の下面に配置された状態で、複数のビス２７を各取
付孔２６ａに挿入させてハンマー取付部８のねじ穴に螺合させることにより、例えば１オ
クターブ分に相当する複数のハンマー部材３を一度に取り付けるようになっている。
【００３５】
　このようなハンマーユニットＨＵは、図３および図４に示すように、ハンマー部材３の
錘部２３の錘２３ａを除いて、複数のハンマーアーム２２、複数の錘部２３、複数の弾性
支持部２４、複数の鍵当接摺動部２５、およびハンマー連結部２６の全てが、ポリアセタ
ール（ＰＯM）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ＡＢＳ樹脂などの合成樹脂によって一体に形
成されてユニット化されている。
【００３６】
　このハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材３は、図１および図２に示すよ
うに、複数のハンマーアーム２２の各鍵当接摺動部２５を鍵盤シャーシ１のハンマー載置
部７の前下り部１９に設けられた開口部１９ａに挿入させた状態で、ハンマー連結部２６
がハンマー載置部７の下面に設けられた複数のハンマー取付部８に取り付けられることに
より、複数のハンマーアーム２２それぞれが複数の弾性支持部２４を中心に上下方向に回
転変位可能な状態で支持されるになっている。
【００３７】
　また、このハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材３は、図１および図２に
示すように、ハンマー連結部２６がハンマー載置部７の下面に設けられた複数のハンマー
取付部８に取り付けられた際に、複数のハンマーアーム２２の各先端部（図１では右端部
）に設けられた複数の鍵当接摺動部２５の各円弧状の上端部が、複数の鍵２の各ハンマー
押圧部２０に設けられた複数のハンマー保持部２１それぞれに下側から当接した状態で摺
動可能に配置されるようになっている。
【００３８】
　これにより、ハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材３は、図１に示すよう
に、通常の状態で、複数のハンマーアーム２２が複数の錘部２３の各重量によって複数の
弾性支持部２４を中心にそれぞれ反時計回りに回転変位し、複数のハンマーアーム２２の
各錘部２３側の後端部（図１では左端部）が下限ストッパ部１４に当接して位置規制され
ると共に、複数のハンマーアーム２２の各鍵当接摺動部２５が複数の鍵２の各ハンマー押
圧部２０をそれぞれ押し上げて複数の鍵２を上限位置に位置規制する。
【００３９】
　また、このハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材３は、図２に示すように
、複数の鍵２それぞれが上方から押鍵されると、複数の鍵２の各ハンマー押圧部２０によ
って複数のハンマーアーム２２の各鍵当接摺動部２５それぞれが複数のハンマーアーム２
２の各錘部２３の重量に抗して押し下げられた際に、複数の弾性支持部２４それぞれが撓
むように弾性変形することにより、複数のハンマーアーム２２が複数の弾性支持部２４を
中心にそれぞれ時計回りに回転変位するようになっている。
【００４０】
　さらに、このハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材３は、図２に示すよう
に、複数のハンマーアーム２２の各錘部２３の重量に抗して複数のハンマーアーム２２が
複数の弾性支持部２４を中心にそれぞれ時計回りに回転変位した際に、複数のハンマーア
ーム２２の各錘部２３側の後端部が鍵盤シャーシ１の鍵載置部１１の下面に設けられた上
限ストッパ１５に当接して、複数のハンマーアーム２２それぞれの時計回り方向の回転変
位が停止されるようになっている。
【００４１】
　次に、このような鍵盤装置の作用について説明する。
　まず、鍵２が押鍵操作されていない初期状態のときには、図１に示すように、ハンマー
部材３が錘部２３の重量によってハンマーアーム２２の弾性支持部２４が弾性変形するこ
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とにより、この弾性支持部２４を中心にハンマーアーム２２が反時計回りに回転変位し、
このハンマー部材３の錘部２３側の後端部が鍵盤シャーシ１の後脚部１３における下端部
に設けられた下限ストッパ１５に当接する。
【００４２】
　このときには、図１に示すように、鍵２のハンマー押圧部２０のハンマー保持部２１が
ハンマーアーム２２の先端部（図１では右端部）に位置する鍵当接摺動部２５によって押
し上げられる。このため、鍵２が鍵盤シャーシ１の鍵載置部１１上に設けられた鍵支持部
１２の鍵支持軸１２ａを中心に反時計回りに回転して上限位置に規制される。
【００４３】
　この状態では、鍵２のスイッチ押圧部１６がスイッチ部４の膨出部１７ａから上方に離
れる。このため、スイッチ部４は、その膨出部１７ａが膨張した自由状態になり、複数の
可動接点が複数の固定接点（いずれも図示せず）から離れる。これにより、スイッチ部４
はオフ状態になる。
【００４４】
　この状態で、鍵２を押鍵操作すると、図２に示すように、鍵２が鍵支持部１２の鍵支持
軸１２ａを中心に時計回りに回転して、ハンマー押圧部２０のハンマー保持部２１がハン
マー部材３の鍵当接摺動部２５を押し下げる。すると、ハンマーアーム２２の弾性支持部
２４が撓むように弾性変形し、この弾性変形した弾性支持部２４を中心に、ハンマー部材
３が錘部２３の重量に抗して、図２において時計回りに回転変位する。このハンマー部材
３のハンマーアーム２２の回転変位によって、鍵２にアクション荷重が付与される。
【００４５】
　このときには、鍵２のスイッチ押圧部１６がスイッチ部４のゴムスイッチ１８の膨出部
１８ａを押圧する。すると、ゴムスイッチ１８の膨出部１８ａが弾性変形して、複数の可
動接点が時間間隔をもって複数の固定接点（いずれも図示せず）に順次接触する。これに
より、スイッチ部４がスイッチ信号を出力する。
【００４６】
　そして、鍵２が更に回転してハンマー部材３が更に回転変位すると、ハンマー部材３の
後端部（図２では左端部）が鍵盤シャーシ１の鍵載置部１３の下面に設けられた上限スト
ッパ１５に当接し、ハンマーアーム２２が上限位置に規制されて、ハンマー部材３の回転
変位が停止される。このようにハンマー部材３が回転変位することにより、アコースティ
ックピアノの鍵タッチ感に近似する鍵タッチ感が得られる。
【００４７】
　この後、鍵２から指が離れて鍵２が離鍵動作を開始すると、図２に示すように、ハンマ
ー部材３のハンマーアーム２２が、その錘部２３の重量、ハンマー部材３の弾性支持部２
４の弾性復帰力、およびスイッチ部４のゴムスイッチ１８における膨出部１８ａの弾性復
帰力によって、ハンマーアーム２２の弾性支持部２４を中心に反時計回りの回転変位を開
始する。
【００４８】
　このときには、ハンマーアーム２２の錘部２３の重量によってハンマーアーム２２の弾
性支持部２４が弾性変形することにより、この弾性支持部２４を中心にハンマーアーム２
２が反時計回りに更に回転変位する。すると、ハンマー押圧部２０のハンマー保持部２１
がハンマーアーム２２の先端部（図２では右端部）に位置する鍵当接摺動部２５によって
押し上げられる。
【００４９】
　これにより、鍵２は、図１に示すように、鍵支持部１２の鍵支持軸１２ａを中心に反時
計回りに回転して、上限位置に規制される。また、このときには、ハンマーアーム２２の
錘部２３側の後端部が鍵盤シャーシ１の後脚部１３における下端部に設けられた下限スト
ッパ１５に当接する。これにより、鍵２が初期位置に戻り、鍵２のスイッチ押圧部１６が
スイッチ部４の上方に離れ、スイッチ部４がオフ状態になる。
【００５０】
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　このように、この鍵盤装置のハンマーユニットＨＵによれば、複数の鍵２それぞれの押
鍵操作に応じてそれぞれ動作する複数のハンマーアーム２２と、これら複数のハンマーア
ーム２２それぞれに設けられると共にハンマー連結部２６に連結されている複数の弾性支
持部２４と、を有する複数のハンマー部材３を含んでいることにより、複数のハンマー部
材３のユニット化を図り、ハンマー部材３の組立作業性の向上を図ることができる。
【００５１】
　この場合、このハンマーユニットＨＵでは、複数の弾性支持部２４が、複数のハンマー
アーム２２それぞれに弾性変形可能に設けられて、複数のハンマーアーム２２それぞれを
変位動作させることにより、複数の鍵２それぞれの押鍵操作に応じて複数のハンマーアー
ム２２それぞれを回転変位させることができる。
【００５２】
　すなわち、弾性支持部２４は、ハンマーアーム２２の前後方向に撓むように弾性変形す
ることにより、ハンマーアーム２２を回転させるような変位動作、つまりハンマーアーム
２２を上下方向に回転変位させるように、ハンマーアーム２２を支持しているので、鍵２
の押鍵操作に応じてハンマーアーム２２を上下方向に回転させるように良好に回転変位さ
せることができる。
【００５３】
　また、このハンマーユニットＨＵでは、ハンマー連結部２６が複数のハンマーアーム２
２の配列方向に沿って配置され、複数のハンマーアーム２２を配列させた状態で連結して
いることにより、複数のハンマーアーム２２をその配列方向に配列させた状態でハンマー
連結部２６によって連結させることができるので、複数のハンマー部材３をユニット化す
ることができ、これにより複数のハンマー部材３を鍵盤シャーシ１に一度に組み付けるこ
とができる。
【００５４】
　すなわち、このハンマーユニットＨＵは、例えば１オクターブ分のハンマーアーム２２
を配列させた状態でハンマー連結部２６によって連結することができるので、１オクター
ブ分のハンマー部材３をユニット化して一度に組み付けることができ、これにより組立作
業性を大幅に向上させることができると共に、生産性の向上を図ることができる。
【００５５】
　また、このハンマーユニットＨＵは、ハンマー部材３の錘部２３の錘２３ａを除いて、
複数のハンマーアーム２２、複数の錘部２３、複数の弾性支持部２４、複数の鍵当接摺動
部２５、およびハンマー連結部２６が、ポリアセタール（ＰＯM）、ポリプロピレン（Ｐ
Ｐ）、ＡＢＳ樹脂などの合成樹脂によって一体に形成されていることにより、部品点数の
大幅な削減を図ることができると共に、ハンマー部材３を個別に製作する必要がないので
、生産性を大幅に向上させることができる。
【００５６】
　また、このハンマーユニットＨＵのハンマー連結部２６は、複数のハンマーアーム２２
の配列数よりも少ない複数の所定箇所が取付部材である複数のビス２７によって鍵盤シャ
ーシ１に取り付けられることにより、複数のビス２７によるハンマー連結部２６の取付箇
所を、複数のハンマーアーム２２の配列数よりも少なくすることができるので、鍵盤シャ
ーシ１に対するハンマー連結部２６の取付作業を簡素化することができ、これにより効率
良くハンマー連結部２６を鍵盤シャーシ１に取り付けることができる。
【００５７】
　この場合、ハンマー連結部２６には、ビス２７が挿入する取付孔２６ａを、例えば配列
された複数のハンマーアーム２２の２つおきに設けることができるので、鍵盤シャーシ１
に対するハンマー連結部２６の取付作業を、より一層、簡素化することができ、これによ
り効率良くハンマー連結部２６を鍵盤シャーシ１に取り付けることができる。
【００５８】
　さらに、このハンマーユニットＨＵでは、複数のハンマー部材３の各弾性支持部２４そ
れぞれが複数のハンマーアーム２２それぞれにその上方に向けて突出して設けられている
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ことにより、複数の弾性支持部２４の各上端部をハンマー連結部２６に連結させることが
できる。また、ハンマー連結部２６は、複数のハンマーアーム２２の上方に配置されてい
ることにより、ハンマー連結部２６を鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７の下面に設けら
れた複数のハンマー取付部８に容易にかつ確実に取り付けることができる。
【００５９】
（第２実施形態）
　次に、図５を参照して、この発明を適用した鍵盤装置の第２実施形態について説明する
。なお、図１～図４に示された第１実施形態と同一部分には同一符号を付して説明する。
　この鍵盤装置は、図５に示すように、ハンマーユニットＨＵのハンマー連結部２６を鍵
盤シャーシ１に取り付ける取付部材３０が第１実施形態と異なる構造であり、これ以外は
第１実施形態とほぼ同じ構造になっている。
【００６０】
　すなわち、この取付部材３０は、図５に示すように、鍵盤シャーシ１のハンマー載置部
７の下面に設けられた係合フック３１と、ハンマー連結部２６に設けられて係合フック３
１を係止する係止部３２と、を備えている。係止部３２は、ハンマーアーム２２の前後方
向に位置するハンマー連結部２６の両側部に、その上下方向に貫通して設けられた一対の
係止孔３２ａを備えている。
【００６１】
　係合フック３１は、図５に示すように、ハンマー載置部７の下面に取り付けられる固定
部３１ａと、ハンマーアーム２２の前後方向に位置する固定部３１ａの両側に互いに対向
した状態で垂下された一対のフック片３１ｂと、これら一対のフック片３１ｂの間に位置
する固定部３１ａの中心部に垂下された押え片３１ｃと、を備えている。
【００６２】
　この係合フック３１は、図５に示すように、ハンマー連結部２６の上方から一対のフッ
ク片３１ｂがハンマー連結部２６に設けられた係止部３２の一対の係止孔３２ａに挿入さ
れて、押え片３１ｃがハンマー連結部２６の上面に当接した際に、一対のフック片３１ｂ
の各当接部３１ｄをハンマー連結部２６の下面に押し当てることにより、一対のフック片
３１ｂの各当接部３１ｄと押え片３１ｃとでハンマー連結部２６をその厚み方向（図５で
は上下方向）に挟み付けて保持するようになっている。
【００６３】
　この場合、ハンマーアーム２２の前後方向に位置するハンマー連結部２６の両側部には
、図５に示すように、一対の補強リブ３３がハンマーアーム２２の配列方向に沿って設け
られている。これら一対の補強リブ３３は、ハンマー連結部２６の強度を高めて、ハンマ
ーアーム２２の配列方向におけるハンマー連結部２６の撓みや捩れを防ぐようになってい
る。
【００６４】
　この場合にも、ハンマーユニットＨＵは、第１実施形態と同様、複数のハンマー部材３
、例えば１オクターブ分の鍵２に対応する複数のハンマー部材３が並列に配列された状態
で、各ハンマーアーム２２に設けられた各弾性支持部２４がハンマー連結部２６に一体に
設けられている。これにより、ハンマーユニットＨＵは、複数のハンマー部材３が鍵２の
配列方向に沿って配列された状態で一体に連結されている。
【００６５】
　また、取付部材３０の係止部３２は、第１実施形態と同様、ハンマーアーム２２の配列
数よりも少ない複数箇所、例えばハンマーアーム２２の２つおきに位置する箇所で、かつ
ハンマーアーム２２の間に位置する箇所において、ハンマー連結部２６に設けられている
。これに伴って、取付部材３０の係合フック３１は、ハンマー載置部７の下面に複数の係
止部３２に対応して設けられている。
【００６６】
　このような鍵盤装置のハンマーユニットＨＵによれば、第１実施形態と同様の作用効果
があるほか、ハンマー連結部２６を鍵盤シャーシ１に取り付ける取付部材３０が、鍵盤シ
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ャーシ１に設けられた複数の係合フック３１と、ハンマー連結部２６に設けられて複数の
係合フック３１を係止する複数の係止部３２と、を備えていることにより、ハンマー連結
部２６をハンマー載置部７に簡単にかつ容易に取り付けることができる。
【００６７】
　すなわち、この鍵盤装置のハンマーユニットＨＵでは、ハンマー連結部２６を鍵盤シャ
ーシ１に組み付ける際に、複数のハンマー部材３が並列に配列された状態で連結されたハ
ンマー連結部２６を、鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７の下面に配置させた状態で、ハ
ンマー連結部２６に設けられた複数の係止部３２にハンマー載置部７に設けられた複数の
係合フック３１を対応させて差し込むことにより、簡単にかつ容易にハンマー連結部２６
をハンマー載置部７に取り付けることができる。
【００６８】
　この場合、係合フック３１は、ハンマー載置部７の下面に取り付けられる固定部３１ａ
と、ハンマーアーム２２の前後方向に位置する固定部３１ａの両側に互いに対向した状態
で垂下された一対のフック片３１ｂと、これら一対のフック片３１ｂの間に位置する固定
部３１ａの中心部に垂下された押え片３１ｃと、を備え、係止部３２は、ハンマーアーム
２２の前後方向に位置するハンマー連結部２６の両側部にその上下方向に貫通して設けら
れた一対の係止孔３２ａを備えていることにより、係合フック３１を係止部３２に差し込
むだけで、ハンマー連結部２６をハンマー載置部７に簡単に取り付けることができる。
【００６９】
　すなわち、この取付部材３０では、ハンマー連結部２６の上方から係合フック３１の一
対のフック片３１ｂを、ハンマー連結部２６に設けられた係止部３２の一対の係止孔３２
ａに挿入させて、押え片３１ｃをハンマー連結部２６の上面に当接させた際に、一対のフ
ック片３１ｂの各当接部３１ｄをハンマー連結部２６の下面に押し当てることができるの
で、一対のフック片３１ｂの各当接部３１ｄと押え片３１ｃとでハンマー連結部２６をそ
の厚み方向に挟み付けて確実に保持することができる。
【００７０】
　また、このハンマーユニットＨＵでは、ハンマーアーム２２の前後方向に位置するハン
マー連結部２６の両側部に、一対の補強リブ３３がハンマーアーム２２の配列方向に沿っ
て設けられていることにより、これら一対の補強リブ３３によってハンマー連結部２６の
強度を高めることができ、これによりハンマー部材３の配列方向におけるハンマー連結部
２６の撓みや捩れを確実にかつ良好に防ぐことができる。
【００７１】
　なお、上述した第２実施形態では、鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７に係合フック３
１を設け、ハンマー連結部２６に係止部３２を設けた場合について述べたが、この発明は
これに限らず、例えば鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７に係止部３２を設け、ハンマー
連結部２６に係合フック３１を設けた構造であって良い。
【００７２】
（第３実施形態）
　次に、図６および図７を参照して、この発明を適用した鍵盤装置の第３実施形態につい
て説明する。この場合にも、図１～図４に示された第１実施形態と同一部分には同一符号
を付して説明する。
　この鍵盤装置は、図６および図７に示すように、ハンマーユニットＨＵのハンマー部材
４０が第１実施形態と異なる構造であり、これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構造になっ
ている。
【００７３】
　このハンマー部材４０は、図６および図７に示すように、ハンマーアーム４１の断面形
状が第１実施形態のハンマーアーム２２と異なっている。すなわち、このハンマーアーム
４１は、錘部２３の箇所を除いて、前後方向に長い縦板部４１ａと、この縦板部４１ａの
下辺部側にその全長に亘って設けられた横板部４１ｂと、を備えている。これにより、ハ
ンマーアーム４１は、その断面形状が逆Ｔ字形状をなし、全体の剛性が確保されている。
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【００７４】
　また、このハンマー部材４０は、図６および図７に示すように、弾性支持部４２がハン
マーアーム４１の前部側（図６では右側）に位置する横板部４１ｂの下面にその下側に向
けて突出して設けられている。この弾性支持部４２は、第１実施形態と同様、弾性変形可
能な板状のばね部である。
【００７５】
　この弾性支持部４２は、図６および図７に示すように、第１実施形態と同様、鍵当接摺
動部２５が押し下げられた際、またはハンマーアーム４１が錘部２３の重量で回転変位す
る際に、ハンマーアーム４１の前後方向に撓むように弾性変形することにより、ハンマー
アーム４１を回転させるような変位動作、つまりハンマーアーム４１を上下方向に回転変
位させる状態で、ハンマーアーム４１を支持するようになっている。
【００７６】
　すなわち、この弾性支持部４２は、図６および図７に示すように、ハンマーアーム４１
の配列方向における長さが、ハンマーアーム４１の下辺部側に位置する横板部４１ｂの横
幅、つまりハンマーアーム４１の配列方向における横板部４１ｂの長さと同じ長さで、厚
みが横板部４１ｂの厚みよりも薄く、かつその高さが第１実施形態の弾性支持部２４とほ
ぼ同じ高さで設けられている。
【００７７】
　これにより、弾性支持部４２は、図６および図７に示すように、鍵当接摺動部２５が押
し下げられた際、またはハンマーアーム４１が錘部２３の重量で回転変位する際に、ハン
マーアーム４１の前後方向に撓み変形することにより、第１実施形態と同様、弾性支持部
４２の中央部附近が回転中心となる板ばね状のヒンジをなす構造になっている。
【００７８】
　また、このハンマー部材４０は、図６および図７に示すように、複数のハンマーアーム
４１をその配列方向に沿って連結するハンマー連結部４３を備えている。このハンマー連
結部４３は、第１実施形態と同様、複数のハンマーアーム４１の配列方向に沿って長い帯
板状をなし、その上面に複数の弾性支持部４２の各下端部が一体に設けられている。
【００７９】
　すなわち、このハンマー連結部４３は、図６および図７に示すように、複数のハンマー
部材４０が鍵２の配列方向に沿って並列に配列された状態で、複数の弾性支持部４２が連
結されることにより、複数のハンマーアーム４１を連結してユニット化するようになって
いる。これにより、ハンマーユニットＨＵが構成されている。
【００８０】
　このハンマーユニットＨＵは、図６および図７に示すように、ハンマー連結部４３が鍵
盤シャーシ１のハンマー載置部７の下面に設けられた複数のハンマー取付部４４の下端部
に取り付けられるようになっている。この場合、ハンマー取付部４４は、鍵盤シャーシ１
のハンマー載置部７の下面からハンマーアーム４１の間を通してハンマーアーム４１の下
側に突出した状態で設けられている。これにより、ハンマー連結部４３は、複数のハンマ
ーアーム４１の下側に配置されるようになっている。
【００８１】
　また、このハンマーユニットＨＵは、図６および図７に示すように、複数のハンマー部
材４０、例えば１オクターブ分の鍵２に対応する複数のハンマー部材４０が並列に配列さ
れた状態で、複数のハンマーアーム４１それぞれに設けられた複数の弾性支持部４２それ
ぞれがハンマー連結部４３に一体に設けられている。これにより、ハンマーユニットＨＵ
は、１オクターブ分に相当するハンマー部材４０が並列に配列された状態で、ハンマー連
結部４３によって連結されていることにより、ユニット化されている。
【００８２】
　さらに、このハンマーユニットＨＵは、第１実施形態と同様、ハンマー連結部４３の所
定箇所がビス２７によって鍵盤シャーシ１のハンマー取付部４４の下端部に取り付けられ
ている。この場合、ハンマー連結部４３には、ビス２７が挿入する取付孔（図示せず）が
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複数箇所に設けられている。すなわち、この取付孔は、第１実施形態と同様、ハンマーア
ーム４１の配列数よりも少ない複数箇所、例えばハンマーアーム４１の２つおきに位置す
る箇所で、かつハンマーアーム４１の間に位置する箇所に設けられている。
【００８３】
　これに伴って、鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７の下面には、第１実施形態と同様、
複数のハンマー取付部４４がハンマー連結部４３に設けられた複数の取付孔（図示せず）
に対応して設けられている。これにより、ハンマーユニットＨＵは、ハンマー載置部７の
複数のハンマー取付部４４の下面に配置された状態で、複数のビス２７をハンマー連結部
４３の各取付孔に挿入させてハンマー取付部４４のねじ穴に螺合させることにより、例え
ば１オクターブ分に相当する複数のハンマー部材４０を一度に取り付けるようになってい
る。
【００８４】
　このようなハンマーユニットＨＵは、第１実施形態と同様、ハンマー部材４０の錘部２
３の錘２３ａを除いて、複数のハンマーアーム４１、複数の錘部２３、複数の弾性支持部
４２、複数の鍵当接摺動部２５、およびハンマー連結部４３の全てが、ポリアセタール（
ＰＯM）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ＡＢＳ樹脂などの合成樹脂によって一体に形成され
てユニット化されている。
【００８５】
　このハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材３は、図６および図７に示すよ
うに、ハンマー連結部４３がハンマー載置部７の下面に設けられた複数のハンマー取付部
４４に取り付けられた際に、複数のハンマーアーム４１の前側に位置する各先端部（図６
では右端部）に設けられた複数の鍵当接摺動部２５の各円弧状の上端部が、複数の鍵２の
各ハンマー押圧部２０に設けられた複数のハンマー保持部２１それぞれに下側から当接し
た状態で摺動可能に配置されるようになっている。
【００８６】
　これにより、ハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材４０は、図６に示すよ
うに、通常の状態で、複数のハンマーアーム４１が複数の錘部２３の各重量によって複数
の弾性支持部４２を中心にそれぞれ反時計回りに回転変位し、複数のハンマーアーム４１
の各錘部２３側の後端部（図６では左端部）が下限ストッパ部１４に当接して位置規制さ
れると共に、複数のハンマーアーム４１の各鍵当接摺動部２５が複数の鍵２の各ハンマー
押圧部２０それぞれを押し上げて複数の鍵２を上限位置に位置規制する。
【００８７】
　また、このハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材４０は、図７に示すよう
に、複数の鍵２それぞれが上方から押鍵されると、複数の鍵２の各ハンマー押圧部２０に
よって複数のハンマーアーム４１の各鍵当接摺動部２５が複数のハンマーアーム４１の各
錘部２３の重量に抗して押し下げられた際に、複数の弾性支持部４２それぞれが撓むよう
に弾性変形することにより、複数のハンマーアーム４１が複数の弾性支持部４２を中心に
それぞれ時計回りに回転変位するようになっている。
【００８８】
　さらに、このハンマーユニットＨＵにおける複数のハンマー部材４０は、図７に示すよ
うに、複数のハンマーアーム４１の各錘部２３の重量に抗して複数のハンマーアーム４１
が複数の弾性支持部４２を中心にそれぞれ時計回りに回転変位した際に、複数のハンマー
アーム４１の各錘部２３側の後端部が鍵盤シャーシ１の鍵載置部１１の下面に設けられた
上限ストッパ１５に当接して、複数のハンマーアーム４１それぞれの時計回り方向の回転
変位が停止されるようになっている。
【００８９】
　このような鍵盤装置のハンマーユニットＨＵによれば、第１実施形態と同様の作用効果
があるほか、複数の弾性支持部４２が複数のハンマーアーム４１にその下方に向けて突出
して設けられていることにより、複数の弾性支持部４２の各下端部をハンマー連結部４３
に連結させることができ、またハンマー連結部４３が複数のハンマーアーム４１の下方に
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配置されていることにより、ハンマー連結部４３を鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７の
下面に設けられた複数のハンマー取付部４４に、第１実施形態と同様、容易にかつ確実に
取り付けることができる。
【００９０】
　なお、上述した第１、第３実施形態のハンマーユニットＨＵでは、ハンマー連結部２６
、４３がハンマーアーム２２、４１の配列方向に沿って長い帯板状に形成されている場合
について述べたが、この発明はこれに限らず、ハンマー連結部２６、４３の前後方向に位
置する両側部に、第２実施形態の補強リブ３３と同様の補強リブを、ハンマーアーム２２
、４１の配列方向に沿って設けた構造であっても良い。
【００９１】
　また、上述した第１～第３実施形態のハンマーユニットＨＵでは、ハンマー連結部２６
、４３によって１オクターブ分のハンマーアーム２２、４１を連結した場合について述べ
たが、この発明はこれに限らず、例えば２オクターブ分のハンマーアーム２２、４１を連
結しても良く、また１０個程度のハンマーアーム２２、４１を連結した構造であっても良
い。
【００９２】
　さらに、上述した第１～第３実施形態では、ハンマー連結部２６、４３の複数の所定箇
所を鍵盤シャーシ１のハンマー載置部７に取り付ける際に、ハンマーアーム２２、４１の
２つおきに位置する箇所を取り付けるようにした場合について述べたが、この発明はこれ
に限らず、例えばハンマーアーム２２、４１の１つおきに位置するハンマー連結部２６、
４３の箇所、または３つおきに位置するハンマー連結部２６、４３の箇所、あるいはハン
マー連結部２６、４３の両端部とその中間部とに位置するハンマー連結部２６、４３の３
箇所を取り付けるようにしても良い。
【００９３】
　なおまた、上述した第１～第３実施形態では、錘部２３の錘２３ａをインサート成型に
よってハンマーアーム２２、４１と一体に成型した場合について述べたが、この発明はこ
れに限らず、例えばカシメ加工や接着などで錘２３ａをハンマーアーム２２、４１に一体
的に設けても良い。また、この発明はこれに限らず、例えばハンマーアーム２２、４１を
比重の高い合成樹脂で肉厚を厚く形成すれば、必ずしも錘２３ａを設ける必要はない。
【００９４】
　以上、この発明のいくつかの実施形態について説明したが、この発明は、これらに限ら
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである
。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００９５】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、複数の鍵それぞれの押鍵操作に応じてそれぞれ動作する複数
のハンマーアームと、前記複数のハンマーアームそれぞれに設けられると共にハンマー連
結部に連結されている複数の支持部と、を有する複数のハンマーを含むハンマーユニット
である。
【００９６】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のハンマーユニットにおいて、前記複数の支
持部は、前記複数のハンマーアームそれぞれに弾性変形可能に設けられて、前記複数のハ
ンマーアームそれぞれを変位動作させることを特徴とするハンマーユニットである。
【００９７】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載のハンマーユニットにおいて
、前記ハンマー連結部は、前記複数のハンマーアームの配列方向に沿って配置され、前記
複数のハンマーアームを配列させた状態で連結することを特徴とするハンマーユニットで
ある。
【００９８】
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　請求項４に記載の発明は、請求項１～請求項３のいずれかに記載のハンマーユニットに
おいて、前記複数のハンマーアーム、前記複数の支持部、および前記ハンマー連結部は、
合成樹脂によって一体に形成されていることを特徴とするハンマーユニットである。
【００９９】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれかに記載のハンマーユニットに
おいて、前記ハンマー連結部は、前記複数のハンマーアームの配列数よりも少ない複数の
所定箇所が取付部材によって鍵盤シャーシに取り付けられることを特徴とするハンマーユ
ニットである。
【０１００】
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載のハンマーユニットにおいて、前記取付部材
は、前記鍵盤シャーシと前記ハンマー連結部との一方に設けられた係合フックと、前記鍵
盤シャーシと前記ハンマー連結部との他方に設けられて前記係合フックを係止する係止部
と、を備えていることを特徴とするハンマーユニットである。
【０１０１】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～請求項６のいずれかに記載のハンマーユニットに
おいて、前記複数の支持部は、前記複数のハンマーアームの上方に向けてそれぞれ突出し
て設けられ、前記ハンマー連結部は、前記複数のハンマーアームの上方に配置されている
ことを特徴とするハンマーユニットである。
【０１０２】
　請求項８に記載の発明は、請求項１～請求項６のいずれかに記載のハンマーユニットに
おいて、前記複数の支持部は、前記複数のハンマーアームの下方に向けてそれぞれ突出し
て設けられ、前記ハンマー連結部は、前記複数のハンマーアームの下方に配置されている
ことを特徴とするハンマーユニットである。
【０１０３】
　請求項９に記載の発明は、請求項１～請求項８のいずれかに記載のハンマーユニットに
おいて、前記ハンマー連結部は、前記複数のハンマーアームの配列方向における撓みを抑
える補強部を備えていることを特徴とするハンマーユニットである。
【０１０４】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１～請求項９のいずれかに記載されたハンマーユニ
ットを備えていることを特徴とする鍵盤装置である。
【符号の説明】
【０１０５】
　１　鍵盤シャーシ
　２　鍵
　３、４０　ハンマー部材
　４　スイッチ部
　７　ハンマー載置部
　８、４４　ハンマー取付部
　２２、４１　ハンマーアーム
　２３　錘部
　２４、４２　弾性支持部
　２５　鍵当接摺動部
　２６、４３　ハンマー連結部
　２７　ビス
　３０　取付部材
　３１　係合フック
　３２　係止部
　３３　補強リブ
　ＨＵ　ハンマーユニット
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